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1. 序論
Kate Chopinの小説The Awakening (1899) は､ 女性のセクシュ
アリティや自立への ｢目覚め｣ を描いた作品として広く知られてい
る｡ この小説を論じた諏訪部によれば､ 巧みな自然描写とともに展
開される ｢当時の宗教的道徳に根ざした ｢お上品な｣ 常識を超える
革新的な｣ (諏訪部 79) セクシュアリティの叙述は､ 女性の自然な
性への ｢目覚め｣ を描出するものとして､ 高く評価されてきた｡ し
かし､ ｢ひと｣ の根底に､ 本能と呼ばれるものは存在するのだろう
か｡ ｢目覚めよ｣ と呼びかけられるような､ またその呼びかけに先
立つような､ 種の存続を目的としつつも自然な性的欲望らしきもの
は､ 本当に存在するのだろうか｡
われわれが ｢本能｣ と呼ぶような性的欲動は､ ジェンダー/セク
シュアリティ以前に存在すると考えられる､ 形而上学的なセックス






―Kate Chopin, The Awakening
における身体＝構成的外部の再読―
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かに The Awakening は､ 女という主体の持つ､ 家父長制や強制的
異性愛の枠組みに抑圧された､ 本質らしきものの ｢目覚め｣ を促す
ような作品に見えるかもしれない｡ しかし､ Judith Butler に代表
される 90 年代以降のジェンダー研究が反復し続けるように､ セッ
クスや性的欲望やセクシュアリティは､ つねにすでにジェンダーで
ある (Butler, Gender 11)｡ つまり､ セックスや身体の性的真実と
呼ばれるものは､ ジェンダーによって生産される行為遂行的な ｢結
果｣ であり､ 身体や性的欲望を ｢物質｣ や ｢本質｣ と呼ばれるよう
な ｢構成的外部｣ (Butler, Bodies xvii) として普遍化する､ ジェ
ンダーの反復作用である｡ この意味で､ われわれ行為体のおこない





場合である｡ つまり､ ラカン的に言えば､ ｢ファルス｣ と見なされ
るような男根的ジェンダーを､ 女がパロディすることによって､ そ
の ｢ファルス｣ は女の中で ｢目覚め｣ たように見えるのである｡ し
かしそれは実際に ｢目覚め｣ たわけではなく､ むしろ ｢ファルス｣
が男に与えられた本質ではない事を暴く､ 果敢な実践である｡
もし､ 身体に根ざすと考えられる性的欲望が､ セックスを理解可
能にするためのジェンダーの作用ならば､ The Awakening で描か
れる女のセクシュアリティ､ 自立､ 不貞といったテーマは､ 本質的














1899 年に発表された Kate Chopin の The Awakening は､ 美し
いフレンチ・クレオールの人妻で 2 児の母 Edna が､ 避暑地のグラ
ンド島で知り合った男・Robert と恋に落ち､ 画家としての才能や
性欲といった精神的/肉体的な目覚めを経験する､ ｢官能を通した




身の作家生命を終えることとなった (Koppelman 176)｡ しかし一
方で､ Helen Taylor が明記するように､ The Awakening は女性
解放運動の内部で､ その規範的女性性や性的抑圧への抵抗描写を高
く評価され､ いまでは女性の解放を描く古典的名作として扱われて
いる (Taylor 138)｡ ここでは､ The Awakening にて女性の解放
がどのように描かれているかを辿りながら､ 本作におけるジェンダー
の非本質性を確認していく｡
"Mrs. Pontellier was not a mother woman" (Chopin 10) と評
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され､ 夫である Mr. Pontellier への服従に懐疑的であり､ "wed-
ding is one of the most lamentable spectacles on earth" (Chopin
66) とまで主張する主人公 Edna は､ 明らかに家父長制や強制的異
性愛によって生み出された女性性/母性という概念から逸脱してお
り､ ある意味で queer な女性として描かれる｡ 一方､ 彼女の夫で







読解が可能になるからである｡ Monique Wittig はジェンダーにつ
いて､ 男性性は ｢普遍性｣ そのものであり､ そうでないものが女性
性としてジェンダー化されるのだと主張する (Wittig 64)｡ もし
Mr. Pontellier が普遍性そのものであるならば､ 女性的役割を演じ
ないことは､ そうすることで普遍性＝男性ジェンダーをおこなって
いることと同義になる｡ この意味で Edna は､ 規範的女性性の拒絶
によって普遍的男性性を模倣するという､ 一種の逆説的戦略を採っ
ていると指摘できるだろう｡
想いを寄せる Robert がメキシコへと去った後､ Edna は子を残
し夫の元を離れるが､ "[w]hile Edna was at last alone, she
breathed a big, genuine sigh of relief. A feeling that was unfa-
miliar but very delicious came over her" (Chopin 72) と描写さ
れるように､ 独りでいることに解放感を覚える｡ これは Chopin の
短編 "The Story of an Hour" (1894) にも見受けられるモチーフ
だが､ Edna は明らかに､ 独立という非女性性＝男性性の模倣を心
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地よく感じている｡ やがて Edna は Mademoiselle Reisz との小競
り合いの中で絵の才能を発揮し､ 経済的な独立へと進んでいく｡ こ
の意味でも Edna の 'not a mother woman' な行為は､ 父権的な
家族関係を公的スキャンダルとして再定位するパフォーマティヴな
反復であり､ この Bulter の言う "melancholy of the public
sphere" (Antigone's 81) としての親族規範転覆は､ 親族規範にお
ける公的/私的という二項対立を解体するとともに､ そのラディカ
ルな増殖を促進している｡
さて､ 自立に向けた Edna と Reisz のやり取りが主となる 21 章
では､ 'impromptu' という言葉が頻出する｡ 音楽の即興曲を意味
する 'impromptu' と､ 詩や演技の即興性を指し示す 'improvisa-
tion' の間には所記の軋轢こそあるが､ この類似的モチーフの反復
は示唆的である｡ というのも Judith Butler はジェンダーを "a
practice of improvisation within a scene of constraint" (Undoing
1) かつ "it is not fully scripted in advance" (Undoing 96) であ
ると述べているのだ｡ 一方で､ 即興演技の可能性に早くから注目し
ていた Stephen Greenblatt は ､ Renaissance Self-Fashioning
(1980) にて 'improvisation' を "the ability both to capitalize on
the unforeseen and to transform given materials into one's own
scenario" (Greeblatt 227) だと記述している｡ もし彼らが述べる
通り､ ジェンダーが強制の内部における即興演技であり､ 故に草稿
を持たないが､ しかし同時にそれを利用したり変容させたりする能
力を行為体へ付与するものであれば､ Edna の 'impromptu' は女
性的/母性的ジェンダーからの脱却ではなく､ 女性の主体位置のシ
ニフィエを意味づけ直すような戦略である､ との読みが可能となる｡
つまり､ Edna は女性性から逸脱することによって､ 男性性が女性
によっても行為可能であることを摘発し､ ジェンダーそのものの本
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質性を脱構築しているのである｡
一方､ "bygone heroine of romance and the fair lady of our
dreams" や "[the] embodiment of every womanly grace and
charm. If her husband did not adore her, he was a brute, deserv-
ing of death by slow torture" (Chopin 51) とまで描かれ､ 同時
に Edna の "a kind of commiseration" (Chopin 56) を誘う
Madame Ratignolle こと Adele は､ 極めて女性的/母性的な存在
として､ Edna との対比に利用される｡ 確かに､ ジェンダーの意味
置換という点から読めば､ Adele は既存のジェンダーを強化する人
物のように見える｡ しかし着目すべきは､ Adele の過度な ｢女らし
さ｣ の描写が､ 女性性や母性というジェンダーそのものが模倣の構
造に依存している事実を暴く､ 巧みなレトリックでもあるという点
だろう｡ Kathleen M. Streater いわく "a great performer, over-
doing her mother role while at the same time allowing glimpses
of her true self to emerge from that role, and the self is confi-
dent, powerful, and sexual" (Streater 408) である Adele は､ 明
らかに女性ジェンダーを過剰に演じることで､ 自身のイメージを操
作している｡ この意味で Adele もまた､ Edna 同様に女性性を im-
provise する人物であり､ Joan Riviere の言うような ｢仮装として
の女性性｣ を演じている人物である｡ 五島は Adele を､ ｢家族・共
同体の中で個人としての自己を抹消した聖なる｣ (五島 116) 女性














さて､ 女/母というジェンダーのパロディを拒む Edna は､ 夫や
Adele に対して一種の軽蔑とも呼べる嫌悪を抱える一方で､ Robert
との別れを機に独り立ちをするが､ やがて孤独に辟易する｡ そして
"[s]he wanted something to happen ― something, anything"
(Chopin 75) と何かを渇望する彼女は､ Robert の不在を埋めるか
のように放蕩者Arobinと不貞行為に及ぶ｡ この親族関係とセクシュ
アリティ､ そしてロマンティック・ラヴをも果敢にも切り離すスキャ
ンダラスな性描写は､ Wendy Martin や Peggy Skaggs らの多く
の批評によって､ 女性のセクシュアリティへの ｢目覚め｣ そのもの
であると評価される｡ そして同時に､ 宇津まり子が評するように､
性的欲望への目覚めは ｢子どもという比喩で語られ､ 海や木､ 空と
いった自然物｣ (Chopin 12) と密接に結びついていると考えられ
ている｡ こうした批評では､ Carolyn Merchant に代表されるエコ
ロジカル・フェミニズムの指摘するように､ 女性の性的本能が､ 自
然というモチーフのもと､ まるでもともとそこにあったかのように
扱われている｡ しかし Edna はこうした自然的本能を当然視する形
而上学的な批評に叛逆し､ あくまでも行為遂行的にその性的欲望を
身体の特定の部位に書き込んでいく｡ Edna は Arobin との身体的
｢目覚めよと､ われらに呼ばわる物見らの声｣ とは何か 29
密着以前の虚無感/不足感と､ それによって生じた何かへの渇望を､
性的なものと結びつけはしない｡ 彼女がそうした衝動を性的なもの
とみなすのは､ Arobin との接吻を交わすシーン― "[i]t was the
first kiss of her life to which her nature had really responded. It
was a flaming torch that kindled desire" (Chopin 83) ―におい
てである｡ "Arobin was absolutely nothing to her" (Chopin 77)
と記述され､ また "[t]here was a dull pang of regret because it
was not the kiss of love which had inflamed her, because it was
not love which had held this cup of life to her lips" (Chopin 83)
とあるように､ ｢それ｣ が愛情ではないことは明らかだが､ これを












かならず失敗する｡ Jacqueline Rose が "Because there is no conti-
nuity of psychic life, so there is no stability of sexual identity, no
position for women (or for men) which is ever simply achieved"




ある (加藤 38) が､ Edna のセクシュアリティが ｢本当の女性｣
への目覚めであると分析した場合､ Adele や Reisz のような性的描
写のない女性たちは､ 眠りというモチーフのもとで抑圧され､ 周縁
化される｡ つまり､ 首尾一貫した欲望＝アイデンティティという幻
想は､ その首尾一貫性に合致しないものを､ 抑圧してしまう｡ だか
らこそ､ Edna のセクシュアリティを ｢目覚め｣ と見なす批評は､
Butler の言うところの欲望と現実の混同､ つまり "the belief that
it is part of the body, the 'literal' penis, the 'literal' vagina, which
cause pleasure and desire" (Butler, Gender 96) であると指摘で
きるのだ｡ Edna の行為遂行的なセクシュアリティは､ 本能と呼ぶ
よりはむしろ ｢字義通り化する幻想｣ ― "[the] literalization of the
body [which] conceals its genealogy and offers itself under the
category of 'natural fact'" (Butler, Gender 95) のプロセスであ




一方で､ Edna の不貞に表象される散漫な性的欲望は､ Arobin
のファルスのパロディとも読み取れる｡ Reisz が Edna に､ "it
wouldn't matter if Mr. Arobin had not such a dreadful reputa-
tion. Monsieur Ratignolle was telling me that his attentions
alone are considered enough to ruin a woman's name" や "his
character is so well known among the men" (95) と告げるよう
に､ Arobin には女性に関する悪癖があることが仄めかされている｡
Reisz の台詞が含意するように､ もし悪癖が､ 特定の相手以外の人
物と性的密接さを持つことであり､ それが男性の間では噂にはなれ
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ど罰にはならない男性の ｢特権｣ であるとすれば､ 夫､ Arobin､
Robert と性的密接さを持つ Edna もまた､ その性的行為を通じて
｢特権｣ を模倣し､ 性的行為の覇権性とセックスとの結び付きの恣





乱するのではないか､ という一種の ｢去勢不安｣ に突き動かされた
男たちという､ エディプス的な笑い話として戯画化することさえ出
来てしまうだろう｡
さて､ Reisz を通じて Robert との念願の再会を果たした Edna
は､ "[s]he had been with him [Robert], had heard his voice and
touched his hand. But some way he had seemed nearer to her off
there in Mexico" (Chopin 102) とあるように､ どこか Robert を
遠いもののように感じてしまうが､ その不足感は彼との身体的接触
の後に払拭される｡ そして "[h]er senses kindled afresh in think-
ing of Robert's words, the pressure of his arms, and the feeling
of his lips upon her own. She could picture at the moment no
greater bliss on earth than possession of the beloved one"
(Chopin 110) と表現されるように､ 彼への敬慕を募らせていく｡
この 'possession' という単語は､ 明らかに夫である Mr. Pontellier
のパロディとして使用されている｡ 日焼けした Edna を "one looks
at a valuable piece of personal property which has suffered some
damage" (Chopin 4) のように見る Mr. Pontellier は､ "greatly
valued his possessions" (Chopin 50) な人物として描写される｡
この意味で､ Mr. Pontellier にとってEdnaが､ 一種の所有物であっ
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たことは明らかである｡ 同様に､ Edna は身体的接触を通じて
Robert を所有しており､ この所有行為は明確に男性性の模倣であ
り置換であると言える｡ しかし彼女は､ いや物語中の誰ひとりとし
て､ 誰かを､ なにかを所有することは出来ない｡ Edna は物語の終
盤､ すべてのものの所有不可能性に絶望する｡
Despondency had come upon her there in the wakeful night,
and had never lifted. There was no one thing in the world
that she desired. There was no human being whom she
wanted near her except Robert; and she even realized that
the day would come when he, too, and the thought of him
would melt out of her existence, leaving her alone. The chil-
dren appeared before her like antagonists who had overcome
her; who had overpowered and sought to drag her into the
soul's slavery for the rest of her days. But she knew a way
to elude them. She was not thinking of these things when
she walked down to the beach. (Chopin 113)









を撹乱する果敢な推進力となる｡ The Awakening が描くのは､ 本
能としての女性性の ｢目覚め｣ ではなく､ ジェンダーの基盤の不自
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然さを暴きながら､ その意味付け直しを日常的に増殖し､ セックス
の二分法を混乱させる戦略である｡ この意味で､ いまのジェンダー
理論の依拠する ｢ジェンダーの脱自然化｣ という策略を､ 本作は早
くから示唆していたのではないだろうか｡
4. 結論
Michael T. Gilmore が述べるように､ Edna にも Chopin にも､
｢本当の自分｣ や基盤としての ｢自然｣ という､ 実存主義的かつ形
而上学的な盲信が存在していることは否定できない (Gilmore 61)｡
しかし Edna はその物語内における行為において､ Chopin は執筆
という行為によって､ ジェンダーを模倣し､ それが捏造する自己と
いう幻想の空虚さを暴き出した｡ ｢目覚め｣ とは､ ある本質的な自
己とか､ 眠れる本能とか､ そうした模倣の構造の歪曲を指し示す言
葉ではない｡ 本作の ｢目覚め｣ はむしろ､ ジェンダーの模倣を通じ
て､ 覇権的な立場とか欲望的な立場といった､ 権力構造の構築性を
暴くことが出来るのだという可能性を､ 読者に訴え､ ｢目覚め｣ た
ように思わせることではないだろうか｡
The Awakening の発表から 110 年以上が経ち､ Judith Butler
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